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本 研 究 で は 、 京 都 府 内 の デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー を 利
⽤ す る ⾼ 齢 者 を 対 象 と し た 演 劇 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 普 段
の レ ク リ エ ー シ ョ ン と し て 導 ⼊ す る こ と に よ る 効 果 を
参 与 観 察 と イ ン タ ビ ュ ー 調 査 に よ り 明 ら か に し た 。 ビ
デ オ 撮 影 に よ る 映 像 資 料 、 講 師 か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク
を 元 に ⾏ っ た エ ス ノ メ ト リ ー 法 に よ る 分 析 と 、 ワ ー ク
シ ョ ッ プ 参 加 者 と 施 設 職 員 へ の イ ン タ ビ ュ ー を 元 に ⾏
っ た 修 正 版 グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー ・ ア プ ロ ー チ に
よ る 分 析 に よ っ て 参 加 ⾼ 齢 者 の 意 識 変 容 ・ 態 度 変 容 を
把 握 し た 。  

演 劇 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 体 験 す る こ と で 、 参 加 ⾼ 齢 者
の W e l l - b e i n g 感 情 が 向 上 す る こ と が 明 ら か に な っ た 。
ま た 、 施 設 職 員 へ の イ ン タ ビ ュ ー か ら 普 段 の 利 ⽤ 者 の
様 ⼦ と は 違 う ⼀ ⾯ が ⾒ ら れ る な ど 、 職 員 の 職 場 体 験 の
向 上 に も 寄 与 し て い る こ と が ⽰ 唆 さ れ た 。  
 
１ ． 緒 ⾔  

近 年 、 我 が 国 は ⾼ 齢 者 ⼈ ⼝ 増 加 に よ り 世 界 に 先 駆 け
て 「 超 ⾼ 齢 社 会 」 に 突 ⼊ し た 。 加 え て ⾼ 齢 者 の う ち 要



介 護 者 数 や 有 病 率 は 上 昇 し て お り （ 平 成 2 9 年 版 ⾼ 齢
社 会 ⽩ 書 （ 概 要 版 ） ,  内 閣 府 ,  2 0 1 7 ）、 独 居 ⾼ 齢 者 の
孤 ⽴ や 孤 独 死 と い っ た 問 題 も 発 ⽣ し て い る 。 ⽼ 化 と と
も に ⾝ 体 機 能 や 認 知 機 能 が 衰 え た ⾼ 齢 者 で も 社 会 参 加
が 可 能 な 社 会 環 境 を 整 備 す る こ と は 喫 緊 の 課 題 で あ
る 。 本 研 究 で 指 す 「 社 会 参 加 」 と は 「 他 者 と 主 体 的 に
関 わ り を 持 つ こ と 」 で あ る 。  

W H O 憲 章 の 定 義 に よ れ ば 、「 健 康 」 と は ⾝ 体 的 、
精 神 的 、 社 会 的 に 満 た さ れ た （ W e l l - b e i n g ） 状 態 に あ
る こ と で あ る 。 ⾝ 体 機 能 や 認 知 機 能 が 衰 え 、 社 会 か ら
孤 ⽴ し た ⾼ 齢 者 は W e l l - b e i n g が 満 た さ れ て い な い 状
態 に あ り 、 ⾼ 齢 化 す る 社 会 に お け る 基 本 的 ⼈ 権 の 保 障
と い う 観 点 か ら も 、 こ の 問 題 に 取 り 組 む こ と が 必 要 で
あ る 。 演 劇 ワ ー ク シ ョ ッ プ （ 以 下 W S ） に よ っ て 参 加
者 そ れ ぞ れ の 状 況 に 合 わ せ た 社 会 参 加 が 促 進 さ れ れ
ば 、 ⾼ 齢 者 の ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル
が ⾼ ま り 、 ⾼ 齢 者 の W e l l - b e i n g が 達 成 さ れ る と 考 え
ら れ る 。  
 演 劇 W S と は 、 W S 講 師 の フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン の も
と 、 参 加 者 が シ ナ リ オ を つ く り 演 劇 を 上 演 す る と い う
集 団 創 作 を 体 験 す る プ ロ グ ラ ム で あ る 。 創 作 過 程 で は
複 ⽅ 向 的 な 交 流 と ⾃ 発 的 な デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が ⽣ じ る
他 、 参 加 者 が 創 作 し た 演 劇 の 役 を 実 際 に 演 じ 表 現 す る
た め 、 参 加 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 円 滑 化 や 、 互 い の
敬 意 の 喚 起 、 対 等 な 関 係 性 に お け る 協 働 の 促 進 と い っ
た 効 果 を 持 つ 。  

特 に 今 回 対 象 と す る よ う な ⾼ 齢 者 が 多 く 利 ⽤ す る 場
で あ る デ イ サ ー ビ ス 施 設 に お い て 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン
と し て 演 劇 を 導 ⼊ す る こ と が 有 効 と 期 待 さ れ る 。 デ イ
サ ー ビ ス で の レ ク リ エ ー シ ョ ン で は カ ラ オ ケ や 折 り 紙
な ど 、 あ る 特 定 の 能 ⼒ を ⽤ い る ⽂ 化 活 動 や 、 グ ラ ウ ン
ド ゴ ル フ な ど の ス ポ ー ツ 活 動 が よ く ⽤ い ら れ る 。 し か



し 、 カ ラ オ ケ は 発 声 以 外 の 動 作 が 乏 し い た め 、 ⾝ 体 を
動 か し た い ⾼ 齢 者 に と っ て は 運 動 量 が 少 な く 、 反 対 に
グ ラ ン ド ゴ ル フ は ⼀ 定 の ⾝ 体 能 ⼒ が 必 要 で あ る た め 、
⼈ に よ っ て は プ レ ー が 困 難 と な る 。 そ れ に 対 し て 演 劇
W S は 、 台 本 を 書 き 換 え る こ と に よ っ て 参 加 者 ⼀ ⼈ ⼀
⼈ の ⾝ 体 能 ⼒ や 個 性 に 合 っ た 役 柄 が ⽤ 意 で き 、 そ の ⼈
な り の 仕 ⽅ で そ の 営 み に 関 わ る 機 会 や 場 ⾯ を 作 る こ と
が で き る と い う 特 徴 が あ る 。 こ の 点 に お い て 演 劇 W S
は 、 他 の レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 よ り も 多 く の ⼈ を 包 摂
で き 、 社 会 参 加 を 促 し や す い コ ン テ ン ツ で あ る 。  

本 研 究 で は 、 ⾼ 齢 者 演 劇 W S の 広 い 実 践 を ⽬ 的 と
し 、 こ れ ま で 取 り 組 ま れ て こ な か っ た 以 上 の よ う な 課
題 に も 改 良 を 加 え 、 そ れ に よ る 効 果 の 測 定 を ⾏ い 、 エ
ビ デ ン ス に 基 づ い た 安 全 か つ 有 効 な プ ロ グ ラ ム を 再 開
発 し マ ニ ュ ア ル 化 を ⾏ っ た 。  
 
２ ． 調 査 ⽅ 法  

本 調 査 で は 、 以 下 の 通 り 調 査 を 実 施 し た 。  
 
２ − １ ． 調 査 対 象 及 び 調 査 概 要  

調 査 対 象 は 、 京 都 市 公 設 ⺠ 営 ⽼ ⼈ 福 祉 施 設 ⻄ 院 ⽼ ⼈
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー で 実 施 さ れ た W S に 参 加 し た ⾼
齢 者 （ W S 1 ： 2 1 名 、 W S 2 ： 1 3 名 ） で あ っ た 。  

 
表 1 ： W S 参 加 者 の 年 齢 と 分 布 及 び 標 準 偏 差  
 W S 1  W S 2  
平 均 年
齢  

8 3 . 3  8 4 . 4  

分 布  6 5 - 9 1  5 6 - 1 0 0  
標 準 偏
差  

6 . 9  9 . 7  

 



 
表 2 ： 実 施 プ ロ グ ラ ム の 内 容 と 構 成  

回 ・ ⽇ 程  内 容  

W S 1  第 ⼀ 回  

1 0 ⽉ 3 ⽇ （ ⽊ ）  

1 3 : 0 0 - 1 4 : 0 0  

研 究 説 明 ・ 同 意 書 記 ⼊ （ 2 0 分 ）  

⾃ ⼰ 紹 介 ： 名 前 、 ニ ッ ク ネ ー ム 、 好 き な

季 節 （ 2 0 分 ）  

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ゲ ー ム ： ラ ウ ン ド コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 1（ ア イ コ ン タ ク ト 、挨

拶 、 ボ ー ル ）、 ⾒ ⽴ て 演 技 （ 1 5 分 ）  

来 週 作 る お 芝 居 の 内 容 に つ い て の 話 （ 5

分 ）  

W S 1  第 ⼆ 回  

1 0 ⽉ 1 0 ⽇ （ ⽊ ） 

1 3 : 0 0 - 1 4 : 0 0  

ニ ッ ク ネ ー ム の 確 認 （ 1 0 分 ）  

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ゲ ー ム ： ラ ウ ン ド コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン （ ア イ コ ン タ ク ト ）、

⾒ ⽴ て 演 技 （ 1 5 分 ）  

即 興 演 技 を ⽤ い た お 芝 居 作 り ・ 発 表 会

（ 3 0 分 ）  

W S 2  第 ⼀ 回  

1 0 ⽉ 1 1 ⽇ （ ⾦ ） 

1 3 : 0 0 - 1 4 : 0 0  

研 究 説 明 ・ 同 意 書 記 ⼊ （ 2 0 分 ）  

⾃ ⼰ 紹 介 ： 名 前 、 ニ ッ ク ネ ー ム （ 2 0 分 ） 

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ゲ ー ム ： ラ ウ ン ド コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン （ ア イ コ ン タ ク ト 、 挨

拶 、 セ リ フ ）（ 1 5 分 ）  

来 週 作 る お 芝 居 に つ い て の 説 明 ・ 配 役 希

望 を 募 る （ 5 分 ）  

W S 2  第 ⼆ 回  

1 0 ⽉ 1 8 ⽇ （ ⾦ ） 

1 3 : 0 0 - 1 4 : 0 0  

ニ ッ ク ネ ー ム の 確 認 （ 1 0 分 ）  

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ゲ ー ム ： ラ ウ ン ド コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン （ ア イ コ ン タ ク ト 、 挨

                                                
1  参 加 者 全 員 で 円 に な っ て ⾏ う ゲ ー ム 。 全 体 の ア イ ス
ブ レ イ ク と し て ⾏ う 。 ア イ コ ン タ ク ト や 挨 拶 な ど を 隣
の ⼈ に 回 し て い く 。 お 芝 居 の 中 で 必 要 と な る 、「 話 し
か け ら れ た ら 何 か 答 え る 」 と い う ル ー ル 作 り や リ ア ク
シ ョ ン の 練 習 も 兼 ね て い る 。  



拶 、 エ ナ ジ ー ）（ 1 0 分 ）  

お 芝 居 の 内 容 に つ い て の 説 明 （ 5 分 ）  

即 興 演 技 を ⽤ い た お 芝 居 作 り ・ 発 表 会

（ 2 0 分 ）  

 
調 査 は 参 与 観 察 と イ ン タ ビ ュ ー 、 及 び W S 実 施 中 の

様 ⼦ を 撮 影 し た 映 像 資 料 を ⽤ い て ⾏ わ れ た 。 参 与 観 察
デ ー タ 及 び 映 像 資 料 は ⼆ 度 実 施 さ れ た 全 2 回 の ⾼ 齢 者
演 劇 W S に お い て 収 集 さ れ た 。 イ ン タ ビ ュ ー は 各 実 施
の 最 終 ⽇ （ 1 0 ⽇ 、 1 8 ⽇ ） に そ れ ぞ れ 3 名 の 参 加 者 （ 約
1 5 分 ） と 1 名 の 介 護 職 員 （ 約 1 時 間 ） を 対 象 に ⾏ な っ
た 。 以 後 、 参 与 観 察 デ ー タ は （ F N 、 ⽇ 付 ）、 イ ン タ ビ ュ
ー デ ー タ は （ I N 、 ⽇ 付 ） の 形 で 引 ⽤ す る 。 な お 、 参 加
⾼ 齢 者 の 可 視 的 ⾏ 動 の 測 定 に は 藤 川 信 夫 （ ⼤ 阪 ⼤ 学 ）
の 開 発 し た エ ス ノ メ ト リ ー 法 を ⽤ い た 。 質 的 調 査 の デ
ー タ 分 析 は 修 正 版 グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー ア プ ロ ー
チ （ ⽊ 下 ， 2 0 1 8 ） を ⽤ い て ⾏ っ た 。  

な お 、 本 研 究 は ⼀ 般 社 団 法 ⼈ ア ー ト を コ ア と し た コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン デ ザ イ ン ⼤ 学 コ ン ソ ー シ ア ム 倫 理 審
査 委 員 会 の 承 認 を 受 け て 実 施 し た 。 本 研 究 の 参 加 者 に
は ① 同 意 し な い 場 合 で も 不 利 益 を 受 け ず 、 ワ ー ク シ ョ
ッ プ に も 参 加 で き る こ と 、 ② デ ー タ は 匿 名 化 さ れ る こ
と 、 ③ 個 ⼈ 情 報 お よ び プ ラ イ バ シ ー は 守 ら れ る こ と 、
④ 本 研 究 以 外 に デ ー タ を 使 ⽤ し な い こ と 、 ⑤ ⼀ 旦 同 意
し た あ と で 撤 回 す る 権 利 が あ る こ と な ど を ⽂ 書 に て 説
明 し 、同 意 書 へ の 署 名 に よ り 研 究 へ の 参 加 同 意 を 得 た 。 
 
２ − ２ ． エ ス ノ メ ト リ ー 法 に つ い て  

エ ス ノ メ ト リ ー 法 の ⼀ 般 的 特 徴 は 以 下 の 点 に あ る 。  
( 1 )  実 践 家 に お け る 調 査 の 負 担 を 軽 減 す る 。  
( 2 )  「 実 践 家 の 主 観 的 印 象 に す ぎ な い 」 と ⾒ な さ れ が

ち な 実 践 の 成 果 を 数 値 で 客 観 的 に ⽰ す こ と が で き る 。 



( 3 )  映 像 資 料 を ⽤ い る た め 、 ⾔ 語 表 現 を 媒 体 と す る 調
査 （ ア ン ケ ー ト 調 査 、 イ ン タ ビ ュ ー を 含 む ） が 困 難
な 対 象 （ ⼼ 理 的 障 が い を か か え る 者 、 ⾼ 齢 者 、 幼 児
な ど ） に つ い て 測 定 が 可 能 で あ る 。  

( 4 )  実 践 の 短 期 的 及 び ⻑ 期 的 変 化 を 数 値 で ⽰ す こ と が
で き る 。  

( 5 )  得 ら れ た デ ー タ を も と に 、実 践 家 ⾃ ⾝ の み な ら ず 、
実 践 の 場 に 居 合 わ せ た ⼈ で あ れ ば 誰 で も 感 じ 取 る こ
と が で き る で あ ろ う 実 践 の 全 般 的 雰 囲 気 を 客 観 的 に
⽰ す こ と が で き る 。  

 
エ ス ノ メ ト リ ー 法 の 標 準 的 ⼿ 順 は 以 下 の 通 り で あ る 。 

( 1 )  ⾼ 画 質 の ビ デ オ カ メ ラ に よ る 実 践 の 様 ⼦ の 撮 影  
遮 蔽 物 が で き る だ け な い 状 態 で 実 践 全 体 の 様 ⼦ を 記
録 で き る 場 所 に ビ デ オ カ メ ラ を 設 置 し て も ら う 。 カ
メ ラ の 台 数 、 ア ン グ ル 、 ズ ー ム は ⾃ 由 に 設 定 可 能 で
あ り 、 ま た 実 践 の 途 中 で 設 置 位 置 を 移 動 さ せ た り 、
ア ン グ ル 、 ズ ー ム の 設 定 を 変 更 す る こ と も 可 能 で あ
る 。 調 査 者 が 撮 影 に ⽴ ち 会 う 必 要 は な い 。  

( 2 )  調 査 者 に よ る 実 践 家 へ の シ ョ ー ト イ ン タ ビ ュ ー  
 実 践 家 が 測 定 し た い 対 象 の 変 化 （ こ の ケ ー ス で は

W e l l - b e i n g の 向 上 ） を ⽰ す と 考 え る 可 視 的 ⾏ 動 指 標
を 列 挙 し て も ら う 。 そ の 指 標 の 設 定 に 際 し て は 実 践
家 の 主 観 を 最 ⼤ 限 に 尊 重 す る （ そ の 信 頼 性 を 科 学 的
に 検 証 さ れ た ユ ニ バ ー サ ル な 尺 度 と ⼀ 致 さ せ る 必 要
は な い ）。ま た 、実 践 の 途 中 あ る い は 終 了 後 に 回 ご と
の 指 標 を 変 更 し た り 、 指 標 数 を 増 減 さ せ る こ と も 可
能 で あ る 。  

( 3 )  撮 影 さ れ た 動 画 デ ー タ を 、 ⼀ 定 間 隔 ご と の 静 ⽌ 画
に 変 換 す る 。  

( 4 )  各 回 の 実 践 の 特 定 の 時 間 帯 （ 開 始 か ら の 5 分 間 、
半 ば の 5 分 間 、 終 了 前 の 5 分 間 な ど ） に 属 す る す べ



て の 静 ⽌ 画 に つ い て 、( a ) ⾏ 動 特 徴 を 確 認 可 能 な 全 ⼈
数 、( b ) 特 定 の ⾏ 動 指 標 を ⽰ す ⼈ 数 を そ れ ぞ れ カ ウ ン
ト す る （ 測 定 作 業 の た め に ⼗ 分 な 時 間 が あ る 場 合 に
は 、 特 定 の 時 間 帯 を 設 定 せ ず 、 各 回 の 実 践 の 全 体 に
つ い て 同 様 の 作 業 を ⾏ う こ と も 可 能 で あ る ）。  

( 5 )  各 回 の 各 時 間 帯 ご と に 、 ( a ) 及 び ( b ) の 延 べ ⼈ 数 を
計 算 す る 。  

( 6 )  各 回 の 各 時 間 帯 ご と に 、 ( a ) に 占 め る ( b ) の 割 合 を
パ ー セ ン ト で ⽰ す 。  

( 7 )  こ れ ら の 数 値 （ パ ー セ ン ト ） を ⽤ い て 、 短 期 的 及
び ⻑ 期 的 な 指 標 の 変 化 を グ ラ フ （ 折 れ 線 グ ラ フ ） で
表 現 す る 。  

  
 な お 、 以 下 の ⽅ 法 に よ っ て 、 デ ー タ の 客 観 性 や 精 度
を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。  
( 1 )  静 ⽌ 画 を 対 象 と す る カ ウ ン ト 作 業 を 複 数 者 が 担 当

す る こ と に よ り 、 デ ー タ の 客 観 性 を 向 上 さ せ る 。  
( 2 )  ビ デ オ カ メ ラ の 台 数 を 増 や す こ と に よ っ て 、 あ る

い は ／ お よ び 、 測 定 対 象 と な る 動 画 を 静 ⽌ 画 に 変 換
す る 際 の 間 隔 を 密 に す る （ 例 え ば 1 0 秒 毎 を 6 秒 ご
と に す る ） こ と で 、 測 定 結 果 の 精 度 を 上 げ る こ と が
で き る 。  

( 3 )  動 画 資 料 が 存 在 す る 限 り 、 上 記 ⼆ 点 に つ い て は 設
定 を 変 更 し て 何 度 で も 測 定 し 直 す こ と が で き る 。  

 
３ ． 調 査 結 果  
 

本 調 査 で は エ ス ノ メ ト リ ー 法 と 修 正 版 グ ラ ウ ン デ ッ
ド ・ セ オ リ ー ・ ア プ ロ ー チ を ⽤ い て 、 演 劇 W S の 以 下
の 効 果 が 明 ら か に な っ た 。  

 
３ − １ ． エ ス ノ メ ト リ ー 法 を ⽤ い た 分 析 と 考 察  



本 調 査 で は 、 以 下 の ⼿ 順 に よ っ て 調 査 を ⾏ っ た 。  
( 1 )  担 当 講 師 が 「 W e l l - b e i n g の 向 上 を ⽰ す 」 と 判 断 す

る 指 標 の う ち 、 視 覚 情 報 か ら 確 認 で き る も の を 選 択
し た 。  

W S 1 に つ い て は「 椅 ⼦ の 座 り ⽅ の ⾓ 度 」と「 笑 い 」
の 2 指 標 を 選 択 し 、 W S 2 に つ い て は こ れ ら 2 指 標 に
「 話 者 へ の 視 線 」 と 「 拍 ⼿ 」 と い う 2 つ の 指 標 を 加
え 、 合 計 4 指 標 に つ い て 測 定 を ⾏ っ た 。  

( 2 )  動 画 デ ー タ を 6 秒 ご と の 静 ⽌ 画 に 変 換 し た（ 1 0 枚
/ 分 ）。  
( 3 )  静 ⽌ 画 を 動 画 と ⽐ 較 し 、 W S の 始 点 と 終 点 を 定 め
た 。  
( 4 )  W S の 回 ご と に 最 初 の 5 分 間 （ 0 分 〜 5 分 ）、 間 の 5

分 間（ 2 5 分 〜 3 0 分 ）、最 後 の 5 分 間（ 5 0 分 〜 5 5 分 ）
の 時 間 帯 を 分 析 対 象 と し た 。  

( 5 )  各 静 ⽌ 画 に お い て 体 が お お よ そ 半 分 以 上 写 っ て い
る 対 象 者 の 総 数 を カ ウ ン ト し た 。  

( 6 )  各 静 ⽌ 画 に お い て 個 々 の 指 標 を ⽰ す 対 象 者 数 を カ
ウ ン ト し た 。  

( 7 )  各 時 間 帯 に お け る 延 べ ⼈ 数 を 分 ⺟ と し 、 個 々 の ⾏
動 指 標 が ⾒ ら れ る 延 べ ⼈ 数 を 分 ⼦ と し 、 時 間 帯 ご と
に そ の 数 値 を 百 分 率 で ⽰ し た 。  

 
（ １ ） 短 期 的 変 化  

以 下 は 、上 記 の 測 定 法 に よ っ て 得 ら れ た 数 値 デ ー タ 、
お よ び 、 そ の 数 値 の 推 移 を 折 れ 線 グ ラ フ で ⽰ し た も の
で あ る 。  

 
表 4 ： W S １ に お け る W e l l - b e i n g 指 標 の 変 化  

W S  回  ⽉ ⽇  時 間 帯  背 も た れ

（ ％ ）  

笑 顔

（ ％ ）  

1  
 

1  1 0 ⽉ 3 始 5 分 ( 0 0 - 0  4  



⽇  0 5 )  

中 5 分 ( 2 5 -

3 0 )  

0  6  

末 5 分 ( 5 0 -

5 5 )  

1  9  

2  1 0 ⽉

1 0 ⽇  

始 5 分 ( 0 0 -

0 5 )  

0  1  

中 5 分 ( 2 5 -

3 0 )  

0  3  

末 5 分 ( 5 0 -

5 5 )  

  

＊ 表 中 の 空 欄 は デ ー タ が ⽋ け て い る こ と を ⽰ す 。

 
 

表 5 ： W S ２ に お け る W e l l - b e i n g 指 標 の 変 化  

W S  回  ⽉ ⽇  時 間 帯  背 も た

れ （ ％ ） 

笑 顔

（ ％ ）  

視 線

（ ％ ）  

拍 ⼿

（ ％ ）  

2  

 
 

1  
 

1 0 ⽉

1 1 ⽇  

始 5 分 ( 0 0 -

0 5 )  

4  3  5 5  0  

中 5 分 ( 2 5 -

3 0 )  

0  8  4 6  0  

末 5 分 ( 5 0 - 0  2 0  5 8  0  

0

2

4

6

8

10

始5分(00-
05)

中5分(25-
30)

末5分(50-
55)

始5分(00-
05)

中5分(25-
30)

末5分(50-
55)

第1回⽬ 第2回⽬

図1：WS１におけるWell-being指標の変化

背もたれ（％） 笑顔（％）



5 5 )  

2  
 

1 0 ⽉

1 8 ⽇  

始 5 分 ( 0 0 -

0 5 )  

1  1 3  7 0  1  

中 5 分 ( 2 5 -

3 0 )  

4  1 1  5 3  8  

末 5 分 ( 5 0 -

5 5 )  

    

＊ 表 中 の 空 欄 は デ ー タ が ⽋ け て い る こ と を ⽰ す 。  
 
 

 
 

 こ れ ら の 表 及 び グ ラ フ か ら は 、 以 下 の 諸 点 を ⾒ て 取
る こ と が で き る 。  

 
① W S １ に つ い て  

・ 第 1 指 標 と し て 取 り 上 げ ら れ た 椅 ⼦ （ ⾞ い す を 含
む ） の 背 も た れ か ら 背 中 を 離 す ⾏ 動 に つ い て は 、 ⼤ き
な 変 化 が ほ と ん ど ⾒ ら れ な い 。  

・ 第 2 指 標 と し て 取 り 上 げ ら れ た 笑 顔 に つ い て は 、
い ず れ の 回 に つ い て も 上 昇 傾 向 が ⾒ ら れ る （ た だ し 2
回 ⽬ に つ い て は デ ー タ が ⽋ け て い る た め 終 了 間 際 の 5
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80

始5分(00-
05)

中5分(25-
30)

末5分(50-
55)

始5分(00-
05)

中5分(25-
30)

末5分(50-
55)

第1回⽬ 第2回⽬

図２：WS２におけるWell-being指標の変化

背もたれ（％） 笑顔（％） 視線（％） 拍⼿（％）



分 間 に つ い て は 不 明 ）。  
 

② W S ２ に つ い て  
・ 第 1 指 標 と し て 取 り 上 げ ら れ た 椅 ⼦ （ ⾞ い す を 含

む ） の 背 も た れ か ら 背 中 を 離 す ⾏ 動 に つ い て は 、 第 1
回 ⽬ と 第 2 回 ⽬ に つ い て は 開 始 後 5 分 か ら 僅 か な 下 降
傾 向 が ⾒ ら れ 、 第 2 回 に つ い て は 開 始 後 5 分 間 か ら 半
ば の 5 分 間 に か け て 、 僅 か な 上 昇 が ⾒ ら れ る （ 終 了 前
5 分 間 の デ ー タ は ⽋ け て い る ）。  

・ 第 2 指 標 で あ る 笑 顔 に つ い て は 、 第 1 回 ⽬ に つ い
て ⼀ 貫 し た 上 昇 傾 向 が ⾒ ら れ る が 、 第 2 回 ⽬ に つ い て
は む し ろ 僅 か な 下 降 傾 向 が ⾒ ら れ る 。 た だ し 2 回 ⽬ の
え 映 像 記 録 は 画 質 の 低 さ の た め に デ ー タ の 信 頼 度 は 低
い 。  

・ 第 3 指 標 で あ る 講 師 へ の 視 線 に つ い て は 、 い ず れ
の 回 も 4 6 ％ 以 上 を 維 持 し な が ら 僅 か な 上 昇 と 下 降 を
⽰ し て い る 。  

・ 第 4 指 標 の 拍 ⼿ に つ い て は 、 第 2 回 ⽬ の 開 始 後 5
分 間 か ら 半 ば 5 分 間 に か け て 上 昇 傾 向 が ⾒ ら れ る 。  
 

以 上 の デ ー タ に つ い て は 次 の よ う に 解 釈 す る こ と が
で き る だ ろ う 。  

第 ⼀ に 、 調 査 対 象 が ⾼ 齢 者 で あ る こ と に も 関 係 す る
と 思 わ れ る が 、 全 般 を 通 じ て 、 ⾝ 体 の ⼤ き な 動 き は ⾒
ら れ な い の に 対 し て 、 笑 顔 や 視 線 な ど の 表 情 の 動 き が
W S に 対 す る 感 情 や 関 ⼼ の 変 化 を ⽰ し て い る 。  

第 ⼆ に 、 第 2 指 標 で あ る 笑 顔 に つ い て は 、 W S １ の い
ず れ の 回 に お い て も 、 ま た 、 W S ２ に つ い て は 第 1 回 ⽬
に つ い て 上 昇 傾 向 を ⽰ し て い る こ と か ら 、 概 ね W S の
開 始 以 降 徐 々 に W e l l - b e i n g 感 情 が 上 昇 し て い る 可 能
性 が あ る 。  

第 三 に 、 W S ２ か ら は 、 若 ⼲ の 増 減 は あ る も の の ほ ぼ



半 数 以 上 の 参 加 者 た ち が 視 線 に よ っ て W S に 参 加 し て
い る こ と か ら 、 た と え 積 極 的 に ⾝ 体 の 動 き で 表 現 さ れ
る こ と が な く と も 、 W S が ほ ぼ ⼀ 貫 し て 参 加 者 た ち の
W e l l - b e i n g 感 情 を 維 持 し て い る 可 能 性 を ⾒ て 取 る こ
と が で き る 。 た だ し 、 ⼀ 貫 し た 上 昇 傾 向 が ⾒ ら れ な い
こ と か ら 、 W S の 内 容 よ り も む し ろ W S に 参 加 す る こ
と ⾃ 体 が W e l l - b e i n g 感 情 を 惹 起 し た も の と 思 わ れ る
（ た だ し W S ２ の 第 2 回 ⽬ に つ い て は 映 像 の 画 質 が 低
い た め デ ー タ の 信 頼 度 は 必 ず し も ⾼ く な い ）。  

第 四 に 、W S ２ の 第 2 回 ⽬ の デ ー タ が ⽰ す 僅 か な 拍 ⼿
指 標 の 上 昇 に よ っ て 、 表 情 だ け で な く 拍 ⼿ と い う ⼩ さ
な ⾝ 体 の 動 き に よ っ て も W e l l - b e i n g 感 情 の 上 昇 が 表
現 さ れ て い る 。  

 
（ ２ ） ⻑ 期 的 変 化  

 さ ら に 本 調 査 で は 、 参 加 者 に お け る W S の 効 果 の 持
続 を 明 ら か に す る た め 、 と く に 各 W S の 開 始 後 5 分 間
の デ ー タ の 推 移 に 着 ⽬ し た 。 こ の 時 間 帯 の デ ー タ の 推
移 に 着 眼 す る に 当 た っ て は 、⾎ 圧 測 定 を モ デ ル に し た 。
す な わ ち 、指 標 の ⻑ 期 的 推 移 を 明 ら か に す る た め に は 、
各 回 の W S の 内 容 の 影 響 を 受 け る 前 の 平 常 時 に 近 い 状
態 の ⽐ 較 を ⾏ う こ と が 必 要 だ と い う こ と で あ る 。  
 
 W S １ と ２ に お け る 開 始 後 5 分 間 の デ ー タ は 以 下 の
通 り で あ る  
 

表 6： W S １ に お け る 最 初 の 5 分 間 の W e l l - b e i n g 指 標 の 推

移 （ ⻑ 期 的 変 化 ）  

回  ⽉

⽇  

時 間 帯  背 も

た れ

（ ％ ）  

笑 顔

（ ％ ）  

1  1 0 始 5 分 0  4  



⽉ 3 ⽇  ( 0 0 - 0 5 )  

2  1 0

⽉ 1 0

⽇  

始 5 分

( 0 0 - 0 5 )  

0  1  

 
 

 
 
 
表 7： W S ２ に お け る 最 初 の 5 分 間 の W e l l - b e i n g 指 標 の 推

移 （ ⻑ 期 的 変 化 ）  

回  ⽉ ⽇  時 間 帯  背 も た

れ（ ％ ） 

笑 顔

（ ％ ）  

視 線

（ ％ ）  

拍 ⼿

（ ％ ）  

1  1 0 ⽉

1 1 ⽇  

始 5 分

( 0 0 - 0 5 )  

4  3  5 5  0  

2  1 0 ⽉

1 8 ⽇  

始 5 分

( 0 0 - 0 5 )  

1  1 3  7 0  1  
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図3：ワークショップ１における最初の5分間の
Well-being指標の推移（⻑期的変化）

背もたれ（％） 笑顔（％）



 
 
 こ れ ら の デ ー タ か ら 以 下 の 諸 点 が 明 ら か に な る 。  

第 ⼀ に 、 W S １ に お け る 第 2 指 標 の 数 値 の 減 少 は 、 第
1 回 ⽬ か ら 第 2 回 ⽬ ま で W S の W e l l - b e i n g 向 上 効 果 が
持 続 し な い こ と が わ か る 。  

第 ⼆ に 、 た し か に W S ２ で は 第 2 、 第 3 、 第 4 指 標 の
⻑ 期 的 向 上 の 傾 向 を ⾒ て 取 る こ と が で き る が 、 第 1 指
標 の 数 値 に つ い て は や は り 僅 か な 減 少 傾 向 が ⾒ ら れ る
た め 、や は り W S の W e l l - b e i n g 感 情 向 上 効 果 に つ い て
控 え ⽬ な 評 価 が 必 要 だ ろ う 。  
 

以 上 の 分 析 結 果 は 、 以 下 の よ う な 結 論 を 引 き 出 す こ
と が で き る 。  

第 ⼀ に 、 た し か に 対 象 者 が ⾼ 齢 で あ る た め 、 W e l l -
b e i n g 感 情 と い う 内 的 状 態 が 顕 著 な 可 視 的 ⾏ 動 と な っ
て 現 れ に く い と は い え 、 笑 顔 の よ う な 表 情 の 増 加 か ら
概 ね 演 劇 W S が W e l l - b e i n g 感 情 の 向 上 に 対 し て ⼀ 定
の 効 果 が あ る こ と が ⽰ さ れ る 。  
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図4：ワークショップ２における最初の5分間のWell-
being指標の推移（⻑期的変化）

背もたれ（％） 笑顔（％） 視線（％） 拍⼿（％）



第 ⼆ に 、 ⽐ 較 的 ⾼ い レ ベ ル を 維 持 し な が ら 僅 か に 増
減 す る 視 線 の 変 化 か ら は 、 そ う し た 効 果 が W S に 参 加
し た こ と ⾃ 体 か ら 得 ら れ た も の な の か 、 W S の 内 容 か
ら 得 ら れ た も の な の か を 判 別 す る こ と が 難 し い 。  

第 三 に 、 W S の 効 果 の ⻑ 期 的 持 続 が 必 ず し も 明 瞭 に
は ⾒ ら れ な い た め 、 例 え ば W S 第 2 回 ⽬ の 冒 頭 で 、 第
1 回 ⽬ の 振 り 返 り を ⾏ う か 、 あ る い は 、 第 2 回 ⽬ の 開
始 ま で の 間 に 廊 下 や ⾷ 堂 の 壁 な ど に 第 1 回 ⽬ の 写 真
を 掲 ⽰ し て お く な ど の ⽅ 法 に よ っ て 、 第 2 回 ⽬ 開 始
時 の W e l l - b e i n g 感 情 の 状 態 を 底 上 げ し て お く な ど の
⼯ 夫 が 必 要 と 考 え ら れ る 。  
 
３ − ２ ． 修 正 版 グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー ア プ ロ ー
チ を ⽤ い た 分 析 と 考 察  
本 章 で は 質 的 調 査 の デ ー タ 分 析 に よ る 演 劇 W S の 効

果 を 明 ら か に す る こ と に 注 力 す る 。 課 題 は 大 き く 分 け
て 以 下 の 二 点 で あ る 。 調 査 方 法 の 概 略 を 示 し た 後 、 各
課 題 の 分 析 結 果 を 提 示 す る 。  
 

•  課 題 1：「 演 劇 W S の 特 徴 と 効 果 を 定 性 的 に 明 ら か
に す る 」 こ と  

•  課 題 2：「 介 護 職 員 の 視 点 か ら 観 察 で き た 高 齢 者 の
変 化 や 、 演 劇 W S 実 施 に あ た り 介 護 職 員 と し て 注
意 し て い た 点 、改 良 す べ き 点 な ど を 尋 ね 、得 ら れ た
知 見 を マ ニ ュ ア ル に 盛 り 込 む 」 こ と  

 
（ １ ） 課 題 1  

こ こ で は 演 劇 W S  の 特 徴 と 効 果 を そ れ ぞ れ 論 じ
る 。 ま ず 、 W S  の 特 徴 は  
( 1 ) 複 数 の フ レ ー ム に ま た が っ て 実 施 さ れ る こ と  
( 2 ) 各 フ レ ー ム 内 で 『 能 動 性 』『 ⾯ ⽩ さ 』 と い う 2 つ の
指 標 を ⽤ い て 各 ⼈ の ⾏ 為 が 評 価 さ れ る こ と  



( 3 ) 参 加 者 の 能 ⼒ に 応 じ て 期 待 は 段 階 的 に 調 整 さ れ 、
そ の 期 待 が 修 正 さ れ 続 け る こ と で あ る 。  

本 稿 で は フ レ ー ム を ⾏ 為 の 規 則 と 定 義 づ け る 。 W S
の 参 加 者 に は ① ⽇ 常 の フ レ ー ム の 存 在 が 想 定 さ れ 、 そ
の 上 で ② ワ ー ク の フ レ ー ム と ③ 劇 の フ レ ー ム が フ ァ シ
リ テ ー タ に よ っ て 参 加 者 に 提 ⽰ さ れ る 。 W S の 初 回 と
最 終 回 の 前 半 は ② で 構 成 さ れ る 。 こ こ で は 様 々 な コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン ゲ ー ム が ⾏ わ れ 、 参 加 者 は ① で の 呼 び
名 と 異 な る あ だ 名 で 呼 び 合 う こ と を 求 め ら れ る 。 ③ は
劇 の 発 表 に 向 け た 稽 古 、 ま た 最 終 回 の 最 後 に ⾏ わ れ る
そ の 本 番 で 導 ⼊ さ れ る 。 こ こ で 参 加 者 は 与 え ら れ た 劇
中 ⼈ 物 と し て 役 を 演 じ る 。  

フ ァ シ リ テ ー タ の 役 割 は 参 加 者 の フ レ ー ム 間 移 動 を
サ ポ ー ト し 、 そ の 過 程 で 『 能 動 性 』『 ⾯ ⽩ さ 』 を い う
⼆ つ の 指 標 で 評 価 さ れ る 実 践 を 引 き 出 す こ と で あ る 。
『 能 動 性 』 と は フ レ ー ム の 規 則 に 応 じ た 実 践 を 指 す 。
『 ⾯ ⽩ さ 』 は W S の 参 加 者 の 笑 顔 や 笑 い 声 、 承 認 を ⽰
す 相 互 ⾏ 為 な ど に よ っ て 測 ら れ る も の で あ る 。 フ レ ー
ム ② に お け る 『 能 動 性 』『 ⾯ ⽩ さ 』 の 例 と し て 、「 座 っ
た ま ま で 出 来 る 簡 単 な 踊 り 」 と い う プ ロ ン プ ト に た い
す る 「 炭 坑 節 」 と い う ア イ デ ア が 他 の 参 加 者 に ま で 波
及 し た こ と （ F N 、 1 0 / 1 1 ） 等 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ は 提
⽰ し た 問 い へ の 『 能 動 的 』 な 回 答 が 他 の 参 加 者 を も 巻
き 込 ん だ 『 ⾯ ⽩ さ 』 へ と 変 化 し た 例 だ と ⾔ え る 。 フ レ
ー ム ③ で は 劇 の 内 容 が 各 参 加 者 に 共 有 さ れ た 上 で 同 様
の 『 能 動 性 』『 ⾯ ⽩ さ 』 が 観 察 さ れ る 。「（ 桃 を ） ど う
し ま し ょ う 」 と い う フ ァ シ リ テ ー タ の 問 い か け に 対 し
て 「 寄 付 し よ う 」「 み ん な で わ け ま し ょ う 」「 名 前 を つ
け る 」 と 思 い 思 い の 『 能 動 的 』 な 回 答 が 劇 の 『 ⾯ ⽩
さ 』 と な っ た 事 例 （ F N 、 1 0 / 1 0 ） な ど が 典 型 で あ る 。  

各 参 加 者 に 期 待 さ れ る 『 能 動 性 』『 ⾯ ⽩ さ 』 は そ の
時 点 で 観 察 さ れ た 能 ⼒ に 応 じ て 調 整 さ れ 、 ま た そ の 期



待 は 修 正 さ れ 続 け る 。 ⾔ い 換 え れ ば W S は 単 ⼀ の 客 観
的 指 標 で 参 加 者 の ⾏ 為 を 評 価 せ ず 、 そ の 段 階 で 最 ⼤ の
『 能 動 性 』『 ⾯ ⽩ さ 』 が 期 待 さ れ る 。「 名 前 は ？ 」 な ど
複 数 の 質 問 に 対 し て 「 ど う で も い い 」 と 答 え た 参 加 者
A に 対 し て 「 じ ゃ あ 聞 か ん と き ま し ょ う 」 と 応 じ 、
「 謎 さ ん 」 の あ だ 名 を 与 え た 上 で 深 追 い し な か っ た フ
ァ シ リ テ ー タ の 実 践 （ F N 、 1 0 / 3 ） は そ の 例 で あ る 。  

次 に 演 劇 W S の 効 果 を 論 じ る 。 W S の 効 果 は 即 時 的
効 果 （ W S の 中 で 観 察 さ れ る 効 果 ） と 波 及 的 効 果 （ W S
の 後 に 観 察 さ れ う る 効 果 ） に ⼤ 別 で き る 。 前 者 は 主 に
参 加 者 ⾃ ⾝ 、 後 者 は 参 加 者 の ⾼ 齢 者 を ケ ア す る ⽴ 場 に
あ る ⼈ に そ れ ぞ れ 実 感 さ れ る も の で あ る 。  

即 時 的 効 果 の 典 型 は W S を 通 じ て 感 じ ら れ る 楽 し さ
で あ る 。 フ レ ー ム の 中 で ク リ エ イ テ ィ ブ に ふ る ま い 、
フ レ ー ム ② に お い て は 他 の 参 加 者 や フ ァ シ リ テ ー タ 、
フ レ ー ム ③ に お い て は 観 客 か ら の か ら の 承 認 を 得 る こ
と が こ の よ う な 効 果 を ⽣ む 。 こ れ ら の 例 は 上 記 で 挙 げ
た と お り で あ る が 、 そ の 効 果 が あ く ま で も 即 時 的 な も
の に 留 ま る 参 加 者 も 多 い こ と は 留 意 す る 必 要 が あ る 。
あ る 参 加 者 は 、 W S 参 加 時 は 活 発 な 参 加 が ⽬ ⽴ っ た も
の の 、 終 了 後 フ レ ー ム ① に 戻 っ た 際 に そ の 活 発 さ は ⾒
ら れ な く な っ た （ F N 、 1 0 / 1 8 ）。 こ の 例 は W S が 複 数
の フ レ ー ム を ⽤ い る こ と で 『 能 動 性 』 を 引 き 出 す 効 果
が あ る こ と が 確 認 で き る と 同 時 に 、 そ の 限 界 を ⽰ し て
い る 。 ま た 、 劇 の 上 演 と い う ⽬ 標 に 向 か っ て 協 同 す る
こ と か ら ⽣ ま れ る ⼀ 体 感 も 複 数 の 参 加 者 が 楽 し さ と し
て 指 摘 し て い る （ I N 、 1 0 / 1 0 、 1 8 ）。  

波 及 的 効 果 と し て W S を 通 じ て ⾼ 齢 参 加 者 の 新 た な
⼀ ⾯ が 発 ⾒ さ れ る こ と が 挙 げ ら れ る 。 こ れ は 介 護 職 員
の そ の 後 の ケ ア の あ り ⽅ に 影 響 を 与 え う る 。 以 下 の 引
⽤ は W S の ゲ ー ム で 『 能 動 性 』 が 期 待 さ れ な か っ た 参
加 者 の 様 ⼦ を 観 察 し た 介 護 職 員 の 発 ⾔ で あ る 。  



 
職 員 ： こ ち ら 側 の 認 識 が 、 こ の ⼈ は あ ん ま り 参
加 し い ひ ん の ち ゃ う な い か な ？ と か 、 ⼀ 回 ち ょ
っ と や り ま し ょ う み た い な 感 じ で 来 て も ら っ
て 、 や っ て も ら っ た ら 、 リ ア ク シ ョ ン す る や つ
も 、「 あ 、 そ う い う リ ア ク シ ョ ン で き る ん や 」 っ
て い う の が あ っ た の と 、 い つ も 割 と 机 で 塗 り 絵
と か 絵 描 い た り と か さ れ て る ⽅ が み ん な の 輪 に
⼊ っ て 、 ⽬ ⼒ を 回 し て い く ゲ ー ム だ と か 、 開 け
て な ん か 、「 あ れ や ！ 」「 ほ し か っ た や つ ！ 」 と
か み た い な ん を ⾔ っ て る の を ⾒ る と 、 そ う い う
⼀ ⾯ も あ る ん や な あ っ て い う ⾵ に 思 い な が ら 今
⽇ ⾒ て ま し た 。（ I N 、 1 0 / 1 0 ）  

 
（ ２ ） 課 題 2  

こ こ で は 介 護 職 員 の イ ン タ ビ ュ ー に お け る 発 ⾔ か ら
観 察 さ れ た ⾼ 齢 者 の 変 化 、 W S 実 施 に あ た り 注 意 し て
い た 点 、 指 摘 さ れ た 改 良 点 を そ れ ぞ れ 整 理 す る 。  
観 察 さ れ た ⾼ 齢 者 の 変 化 と し て 、 期 待 以 上 に 『 能 動
性 』 が 発 揮 さ れ る こ と が 指 摘 さ れ た 。 職 員 は 、「 私 が
レ ク リ エ ー シ ョ ン を す る と き は 、 結 構 、 私 た ち ば っ か
り 提 供 し て た ら 利 ⽤ 者 さ ん 主 体 じ ゃ な く な る な と い う
の で ち ょ っ と で も 頭 使 っ て も ら っ た り だ と か 、 参 加
型 、 チ ー ム 名 決 め と い て く だ さ い 、 今 ⽇ の チ ー ム は い
ち ご チ ー ム 対 メ ロ ン チ ー ム み た い な 、 チ ー ム で 話 し 合
う と か ⾃ 発 的 な ⾔ 葉 が 出 た ら い い な っ て い う の は 気 を
付 け た 」（ I N 、 1 0 / 1 0 ） と い う よ う に 、 通 常 の レ ク リ
エ ー シ ョ ン に お い て も 『 能 動 性 』 を 引 き 出 し た い と い
う 問 題 意 識 を も っ て い る 。 ⼀ ⽅ 、「 職 員 と か 皆 さ ん が
も っ と 誘 導 し な い と 、 ⾔ 葉 が 出 な か っ た り 、 と か ど う
し た ら い い ん や ろ う が 多 い の か な と 、『 こ れ ⾔ っ
て ！ 』 み た い な の が あ る ん か な と 思 っ て ま し た 」



（ I N 、 1 0 / 1 0 ） と も 語 っ て お り 、 誘 導 的 な 実 践 が な く
と も 『 能 動 性 』 が 引 き 出 さ れ う る こ と が 驚 き を 持 っ て
受 け ⽌ め ら れ て い た 。 特 に 「 ⾃ 分 で 考 え て 発 す る 」 こ
と を 参 加 者 に 求 め る W S の デ ザ イ ン に 対 し て は 「 取 り
⼊ れ た い な と 思 」（ I N 、 1 0 / 1 0 ） っ た と い う 。  

こ の よ う に 、 介 護 職 員 は ⽇ 常 的 に 業 務 で レ ク リ エ ー
シ ョ ン を ⾏ っ て い る た め 、 演 劇 W S 実 施 に あ た り 注 意
し て い た こ と と し て 指 摘 さ れ た 点 も 、 レ ク リ エ ー シ ョ
ン と の ⽐ 較 と い う 視 点 が ⼀ 貫 し て い る 。 職 員 は W S に
参 加 す る ⾼ 齢 者 を 選 定 す る 役 割 を 持 っ て い た 。 こ の
際 、「 あ の ⼈ は や っ て く れ る や ろ う な 、 と か 演 じ て く
れ る や ろ う な 、 み た い な ⼈ 」（ I N 、 1 0 / 1 0 ） が 参 加 者
と し て リ ク ル ー ト さ れ た と い う 。 こ れ は 効 果 が ⾒ ら れ
る と ⽬ さ れ る ⼈ を 選 別 し て い る 意 味 で 効 率 的 で あ る ⼀
⽅ 、 予 想 に 反 し て W S が 効 果 的 で あ り う る ⾮ 実 践 者 か
ら W S を 遠 ざ け う る 実 践 で あ る 。 実 際 、「 な ん で も に
こ に こ 楽 し く や っ て 下 さ る ⽅ な の で 、 き っ と 演 劇 も や
っ て く れ る や ろ う と 思 っ て 誘 っ て み た ら 、 意 外 と 、 私
の 予 想 を 上 回 る く ら い 」（ I N 、 1 0 / 1 0 ） の 『 能 動 性 』
を 提 ⽰ し た 参 加 者 も い た と い う 。 マ ニ ュ ア ル で 予 想 外
の 効 果 が ⾒ ら れ る こ と を 強 調 す る な ど し 、 対 処 す る 必
要 が あ る だ ろ う 。 ま た 、 普 段 の レ ク リ エ ー シ ョ ン と の
違 い と し て 、 W S は 劇 の 上 演 と い う ⽬ 標 が 設 定 さ れ る
こ と が 指 摘 さ れ た 。 ⽬ 標 が 設 定 さ れ る こ と は 「 ⾃ 分 で
ち ょ っ と 意 識 が 持 て て 、 演 劇 を 作 る た め に こ ん な セ リ
フ を ⾔ っ て み よ う と か 。 ⼀ つ の も の を 作 り 上 げ る た め
に ⾃ 分 た ち で 考 え て 作 り 上 げ て い き ま し ょ う と い う 」
（ I N 、 1 0 / 1 0 ） 気 持 ち を 醸 成 す る 効 果 が あ る と あ る 職
員 は 指 摘 す る 。  

最 後 に 、 指 摘 に 上 が っ た 改 良 点 を 整 理 し た い 。 ま
ず 、 ⾝ 体 的 な バ リ ア に よ り 「 指 ⽰ が 通 ら な い ⽅ が 何 ⼈
か い ら っ し ゃ っ た 」（ I N 、 1 0 / 1 0 ） と い う こ と で あ



る 。 こ れ に 関 し て は 「 も う ち ょ っ と か み 砕 き な が ら ⾔
葉 と か 選 ん だ り 、 動 作 と か 最 初 に ⾒ 本 」 を ⾒ せ る な ど
の 改 善 案 も 合 わ せ て 指 摘 さ れ た （ I N 、 1 0 / 1 0 ）。 次
に 、 劇 の 発 表 に お い て 観 客 に 伝 わ ら な い 箇 所 が あ る と
い う こ と で あ る 。 こ ち ら も 「 ス ト ー リ ー 」 を わ か り や
す く す る こ と で 改 良 可 能 だ と 指 摘 さ れ た （ I N 、
1 0 / 1 8 ）。 最 後 に 、 直 接 の 改 良 点 の 指 摘 で は な い が 、
介 護 職 員 が 持 続 可 能 な レ ク リ エ ー シ ョ ン の 特 徴 と し て
挙 げ て い る 以 下 の 引 ⽤ を 取 り 上 げ た い 。  
 

イ ン タ ビ ュ ア ー ：（ 普 段 の レ ク リ エ ー シ ョ ン の ）
バ リ エ ー シ ョ ン 増 や し た い っ て い う の は 、 参 加 者
さ ん に 新 鮮 な ⾵ を 吹 か し た い か ら 。  
職 員 ： そ れ も あ り ま す し 、 い つ も と 違 う や つ を
し て 。 で も あ ん ま り 難 し い と 「 わ か ら へ ん わ 」
「 え え わ 」 っ て ⾔ わ れ る ん で 、 簡 単 で み ん な が
⼀ 緒 に 楽 し め て 、 か つ 職 員 も 楽 し く 。 職 員 が 楽
し か っ た ら 利 ⽤ 者 も 楽 し ん で く れ る 。 こ っ ち が
恥 ず か し が っ て た ら 利 ⽤ 者 も 「 わ か ら へ ん 」 て
な る 。 こ っ ち が 楽 し そ う に し て た ら 、 利 ⽤ 者 も
楽 し ん で く れ る し 。 プ ラ ス 体 操 的 な 要 素 が あ る
や つ が あ れ ば 。（ I N 、 1 0 / 1 8 ）  

 
こ こ で 述 べ ら れ る 特 徴 は 演 劇 W S が 継 続 的 に （ 介 護

職 員 ⾃ ら の ⼿ に よ っ て ） 採 ⽤ さ れ 続 け る た め に ク リ ア
す る 必 要 が あ る 条 件 と し て 、 マ ニ ュ ア ル 作 り に 際 し て
留 意 す る 必 要 が あ る と ⾔ え る だ ろ う 。  
 
４ ． 結 論  

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー で の 演 劇 W S 実 施 が ⾼ 齢 者 の
W e l l - b e i n g 向 上 に 対 し て ⼀ 定 の 効 果 を 発 揮 す る こ と
が ⽰ 唆 さ れ た 。 ま た 、 こ れ ま で の ア ン ケ ー ト を ⽤ い た



研 究 調 査 で は 、 W S 実 施 と ア ン ケ ー ト 調 査 を 連 続 で 実
施 す る こ と に よ る 参 加 ⾼ 齢 者 へ の 負 担 が 懸 念 さ れ て い
た が 、 エ ス ノ メ ト リ ー 法 を ⽤ い る こ と で そ の 問 題 を ク
リ ア し な が ら ⾼ 齢 者 の 意 識 変 容 ・ ⾏ 動 変 容 を 客 観 的 に
観 測 す る こ と が で き た 。  

 今 後 の 本 研 究 の 課 題 と し て 、 演 劇 W S の 効 果 の ⻑ 期
的 持 続 を 明 確 に す る こ と が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 今 回 は
全 4 回 （ 2 曜 ⽇ × 各 2 回 ） の 実 施 で あ っ た が 、 ⻑ 期 間
継 続 し て W S を 実 施 す る こ と に よ る W e l l - b e i n g 変 容
に つ い て も 調 査 を し て い く 必 要 が あ る 。  
 
５ ． 引 ⽤ ⽂ 献 ・ 参 考 ⽂ 献  
平 ⽥ オ リ ザ 、 蓮 ⾏ 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ⼒ を 引 き 出
す 」  

P H P 研 究 所 ：（ 2 0 0 9 ）  
蓮 ⾏ 、 平 ⽥ オ リ ザ 「 演 劇 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 」  

⽇ 本 ⽂ 教 育 出 版 ：（ 2 0 1 5 ）  
蓮 ⾏ 「 医 療 ・ 看 護 教 育 領 域 へ の 演 劇 ワ ー ク シ ョ ッ プ の
活 ⽤ 」  

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン デ ザ イ ン セ ン タ ー  
C o m m u n i c a t i o n - D e s i g n  1 3 ： 5 7 - 6 1 （ 2 0 1 5 ）  

渡 辺 奈 穂 、 岡 崎 研 太 郎 、 蓮 ⾏ 「 持 続 可 能 な 多 世 代 共 創
コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り に 向 け た 多 世 代 演 劇 ワ ー ク シ ョ ッ
プ の も つ 可 能 性 」  

⽇ 本 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 会 誌  9 ： 1 - 1 6
（ 2 0 1 8 ）  
「 平 成 2 8 年 度 版 ⾼ 齢 社 会 ⽩ 書 」  

内 閣 府 ：  2 （ 2 0 1 6 ）  
岡 崎 研 太 郎 、 蓮 ⾏ 、 ⽯ 川 か お り 「 通 所 サ ー ビ ス 利 ⽤ の
在 宅 要 介 護 ・ 要 ⽀ 援 ⾼ 齢 者 に 対 す る 、 参 加 型 演 劇 プ ロ
グ ラ ム の 開 発 と 効 果 の 検 証  ( リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 活 動
や 機 器 に 関 す る 研 究 ) 」  



フ ラ ン ス ベ ッ ド ・ メ デ ィ カ ル ホ ー ム ケ ア 研 究 ・ 助
成 財 団  研 究 助 成 ・ 事 業 助 成 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 助
成 報 告 書  2 6 ：  2 0 8 - 2 1 9 （ 2 0 1 5 ）  

⽊ 下 康 仁 「 ラ イ ブ 講 義 M - G T A − − 実 践 的 質 的 研 究 法
修 正 版 グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー ・ ア プ ロ ー チ の す べ
て 」  

弘 ⽂ 堂 ：（ 2 0 0 7 ）  
 
６ ． 付 録  
「『 み ん な で い っ し ょ に お 芝 居 づ く り 』 プ ロ グ ラ ム マ
ニ ュ ア ル 」  
 


